
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

12月定例会・個人質問と答弁 

インフォメーション 

①子ども用の補助便座について～誰もが快適にトイレを使えるように！！～ 

Ｑ．市有施設、特に幼児等が使用する機会の多い施設（本庁舎、出張所、子育て支援センター、公民館、図書館、

文化芸術センター等）のトイレには、どの程度、子ども用補助便座や子ども用トイレが設置されているか？   

また、市内の公園のトイレについては、どのような設置状況になっているか？ 

Ａ．子ども用補助便座及び子ども用トイレの設置状況については、本庁舎、千里及び庄内出張所には、          

いずれも設置なし。子育て支援センターには、補助便座が１か所、子ども用トイレが１か所。公民館４施設には、

補助便座が４か所（蛍池２・庄内２）、子ども用トイレが１か所。図書館９施設には、補助便座が２か所（岡町２）、

子ども用トイレが６か所（千里４・高川２）。文化芸術センターには、子ども用トレイが１か所。公園にある       

４８か所の多目的トイレには、補助便座が２４か所、子ども用トイレはない。今後、公民館や図書館で、         

補助便座を購入する予定。 
 

★意見・要望★ 

必要に応じて、可能な限り、公共施設のトイレへの補助便座や子ども用トイレの設置を進めて欲しい。  

公園のトイレについては、新設や改修の際に、通常の便座と子ども用の便座が二重構造になっている   

便座の設置も含めて進めて欲しい！！ 
 

②エデュテイメントについて～子どもたちが興味や関心をもつ授業づくりを！！～ 

Ｑ．教育現場にエデュテイメント（エデュケーション（教育）とエンターテイメント（娯楽）の造語）の要素である、 

勉強を頑張ってさせるではなく、いつの間にか学んでいたという環境を作り出すことを盛り込む意義や効果、

重要性や必要性についての見解は？  

Ａ．質の高い学びの実現のためには、「何を学ぶか」だけでなく、「どのように学ぶか」を重視する必要がある。      

学びへの興味や関心を高める点からも、「遊びながら、楽しみながら学ぶ」というエデュテイメントの要素は、    

効果が期待できる学び方の一つと考えている。 
 

Ｑ．株式会社コナミデジタルエンタテインメントは、ブラウザ版『桃太郎電鉄 教育版』を制作し、2023 年から  

無償で学校教育機関への提供を始める。本市は、コナミ創業の地でもあり、本市の小中学校での活用を   

検討してはどうか？ 

Ａ．教育版ソフトも含め、現在、エデュテイメント分野の幅広いソフトウエアが数多く開発されており、その導入や   

活用について、引き続き研究していく。 
 

★意見・要望★ 

エデュテイメントの概念や要素は、教育現場に必要不可欠と考える。教育現場に、エデュテイメントに  

対する理解や意識が深まり、子どもたちが気づけば学んでいた、理解していた、もっと、知りたい、    

学びたいという教育環境が広がるよう、教育委員会として先進事例等の調査研究に努めて欲しい！！ 
 

発行元 無所属・議会改革（神原所属会派） 
〒561-8501 豊中市中桜塚 3-1-1 ☎6858-2525(代表) 
 

神原宏一郎事務所(前向きひろば) 
〒560-0021 豊中市本町 3-1-20エルビル 2階 
ＴＥＬ＆ＦＡＸ：6854-5664  
平日（土・日祝日は除く）の 10時から 17時はスタッフがおります。  

ｙoung_spiritjp@yahoo.co.jp 
http://positive-square.sakura.ne.jp/ 
※この通信物は、政務活動費を使用し発行しています。 

豊中市議会議員 

無所属 

2022年 10月～12月分 

収 入 

議員報酬等 \1,905,000 

期末手当（注 1） \1,638,300 

合計 \3,543,300 

支 出 

所得税 \495,670 

議員団費 \9,525 

事務所費用へ \900,000 

供託金(注 2） \273,050 

 住民税・社会保険

料 

\621,960 

生活費 \1,243,095 

 

,796 

合計 \3,543,300 
 

(注 1） 635,000×2.15×1.2 

(注 2） 役職加算分 

(注 3） イベント参加費・カンパ 

(注 4） 勉強会参加費など 

 

豊中の未来を描こう！！ 
か ん ば ら こ う い ち ろ う 

神 原 宏 一 郎 の 

つ な が り 通 信 
 ～生活・社会そして人・・・すべては政治とつながっている～ 

発行2023年 冬号 

 

ＶＯＬ．195 
 

本年もよろしく 

お願い致します。 

 

神原事務所 2022年 10月～12月分 

収 入 

前月繰越残高 \2,907,708 

神原宏一郎議員報酬より \900,000 

その他（注 3)  \5,000 

合計（１） ￥3,812,708 

 

 

支 出 

家屋費（イベント会場含） ￥226,286 

  光熱費 ￥19,985 

 

 

 

9  

通信費 ￥19,090 

 

  

印刷費 ￥36,193 

 

  

備品費 ￥0  

消耗品費 ￥7,043 

 

 

  

交通費 ￥0  

人件費 ￥467,000 

0 

  

その他（注 4) ￥37,045 

 

  

合計（２） \812,642 

 

 

 

, 

718  

次月繰越 （１）－（２） \3,000,066 

 

 

 

  

 

（前向きサロン） 

日 時： 1月 28日（土） 

午 前：１０時～１２時         

場 所：堀田会館２階第１料理室 

（阪急バス豊中高校前から徒歩 5分） 

参加費：無料 

主 催：前向きひろば 

お問合わせは 06-6854-5664 まで 会場内でのマスク着用、出入り口にて

手指消毒へのご理解・ご協力をお願い 

いたします 

Ｑ．新型コロナウイルスと季節性インフルエンザを比較した場合、発熱を起こす可能性や    

割合にはどのくらいの差があるのか？  

Ａ．新型コロナウイルスと季節性インフルエンザの症状は類似しており、症状のみで判断することは難しい。 
 

Ｑ．新型コロナの重症化リスクが低いとされる方（若年層等）が発熱などの症状が出た場合、   

どのような対応、行動をとればいいのか？ 

Ａ．まずは、新型コロナ検査キットによる自己検査を推奨している。検査が陽性であれば、陽性者登録   

センターに登録をして自宅療養となる。受診を希望する場合、自宅待機 SOS に電話して医療機関の

情報を得ることができる。新型コロナ検査が陰性で、受診を希望する場合は、かかりつけ医や     

府の診療・検査医療機関などにコロナ陰性であることを伝えた上で、受診することになる。 

※12月定例会・個人質問より 
 

★重症化リスクが低い方とは・・・①64歳以下②基礎疾患等の重症化リスクがない③妊娠していない 

★大阪府・自宅待機 SOS（自宅待機者等 24時間緊急サポートセンター） TEL：0570-055221 

★医療用検査キットには「体外診断用医薬品」、一般用検査キットには「第１類医薬品」と表示あり。 

医療用検査キット、または一般用検査キットを使用しましょう。「研究用」と表示されているキットは    

国が承認したものではありません。 

詳細は、豊中市ホームページ、「発熱等の症状がある場合（新型コロナウイルス感染症を疑う場合）で検索を！！ 

皆さんは、発熱を起こした場合の対処方法をご存知ですか？？ 

http://ord.yahoo.co.jp/o/image/SIG=127jf6kgr/EXP=1338433277;_ylt=A3JuMGR9jcVPhUABXSyU3uV7;_ylu=X3oDMTBiZGdzYWtnBHZ0aWQDanBjMDAz/*-http:/www.takara.ac.jp/images/icon_facebook_02.png
https://ord.yahoo.co.jp/o/image/RV=1/RE=1556335932/RH=b3JkLnlhaG9vLmNvLmpw/RB=/RU=aHR0cDovL21vZGVsbmF2aS5qcC90by1iZWNvbWUtbW9kZWwvdHdpdHRlci1wcm9maWxlLXdyaXRpbmctc3R5bGUv/RS=%5eADBPOkkkkpASmtF0xRH96vlUQVOQpg-;_ylt=A2RCKwW7e8Jca3YAYASU3uV7
http://n-wanpug.sakura.ne.jp/nenga/nenga_i4.png


 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

この通信簿は、市民の方々からのご意見をもとに 

私自身の 4年間の活動の振り返りをするとともに、 

市民の方々の評価指標の一つになればと思い作成しました。 

行政改革 
お役所仕事の改善、 

事務、事業の効率化に努めます 

まちづくり
誰にとっても住みやすく、 

生活しやすい 

環境整備に努めます 

 

教育 
人づくりの基本である教育の 

環境・質の向上に努めます 

子育て 
子どもや子育て世代の  

多様なニーズに応えられる

環境づくりに努めます 

議会改革 
市民に関心、信頼、期待を   

抱かせる議会づくりに努めます 

環境 
「環境保全が経済活動や 

次世代の社会に貢献する」

という発想に転換します 

 

予防 
今ある問題の解決だけでなく  

将来の問題の未然防止に努めます 

 

情報公開 
市民に身近な      

政治家を目指します 

 

これらはすべて神原ひとりで実現したのではなく

市民の方々から頂いたご意見・ご提案, 

他の議員や市職員の努力が実ったものです。 

 

・窓口サービスの事前予約システムが実現。 
 

・市民サービス向上に向けて類似事業の統合や、 

窓口の一元化が進行中。 
 

・民間ノウハウを活用する為、民間経験者の積極的採用を

求め、毎年採用し増加中。 
 

・人事評価や職員採用への AIの活用を提案。 
 

・施策遂行にビッグデータの活用を提案。 
 

・図書館の業務委託・自動化が進行中。 
 

・市有施設、市有地への自動販売機の設置が拡大中。 
 

・市の広報のデジタル化、SNSの活用、充実が実現。 
 

・広報誌へのユニバーサルデザインフォントの活用が普及。 
 

・ペーパレス会議・Web会議が進行中。 

・小中学校のトイレ改修、エレベーターの設置が進行中。 
 

・小中学校でのオンライン授業の充実を要望。 
 

・少人数学級の効果検証を要望。 
 

・習熟度別授業の拡大を要望。 
 

・置き勉の推奨を要望。 
 

・学校給食における黙食の緩和を要望。 
 

・不登校支援のため、公設フリースクールの整備を提案。 
 

・別室登校の児童・生徒の学習環境の改善を要望。 
 

・中学校の部活動顧問の外部委託化を提案。 
 

・公民館、図書館、くらしかん、共同利用施設等で、 

時間帯や曜日を決めて、空き室を自習室として開放   

することが一部実現。 

 

・歩きたばこ、たばこのポイ捨て撲滅を求め、路上喫煙  

防止条例が制定され、路上喫煙禁止区域が拡大中。 
 

・放置自転車対策の強化・推進を求め、固定式駐輪機の  

設置が増加中。 
 

・シェサイクル事業が拡大中。 
 

・市内の鉄道各駅での転落防止策の設置が拡大中。 
 

・道路損傷等通報アプリ『まちカメくん』が開始されました。 
 

・空き家対策の強化を求め、条例の制定が検討中。 
 

・「プレミアム婚姻届」の発行が実現。 
 

・男性用サニタリーボックスや子ども用補助便座の設置など、

誰もが使いやすいトイレの整備が進行中。 
 

・デジタル地域ポイント事業（アプリ）の実施。 

 

・保育士確保のため、給与等の処遇改善策を提案。 
 

・放課後や長期休暇中のこども達の居場所づくりを提案。 
 

・子育て相談、教育相談、児童虐待相談などの人員体制 

強化を要望。 
 

・子どもに関する制度への所得制限の撤廃を要望。 
 

・保育所等の入所選考に人工知能（ＡＩ）の活用が実現。 
 

・子どもの予防接種スケジュール管理アプリの導入が実現。 
 

・産後の家事育児支援の充実を要望。 

・プラスチック製容器包装の分別・収集・運搬にかかる    

市民の手間、コストの面から、焼却処理による売電  

収入の確保を提案。 
 

・空地における不法投棄に対する監視を要望。 
 

・『ごみ抜き取り禁止条例』が制定。 
 

・太陽光パネル、雨水貯留タンクの設置補助が拡大中。 
 

・堆肥化事業の見直しと経費の削減が段階的に実現。 
 

・公園の分煙化が一部実現。 
 

・省エネ器具への付け替えと消灯の徹底による、 

省エネ、環境負荷の軽減、コスト削減が進行中。 
 

・市民の環境意識向上を図るため、市民・団体の活動を   

支援し、環境教育も合わせて実施することを要望。 

 

 

★その他、このような提案をしてきました 
 

・愛着障害、起立性調節障害等への支援 
 

・ヤングケアラーの実態把握と支援策の構築 
 

・児童相談所の設置 
 

・公共施設等への Wi-Fiスポットや携帯充電器の整備 
 

・地ビールを活かしたまちづくり  
 

・デジタル技術、ロボットを活用した消防体制の強化 

・介護ヘルパー、ケースワーカーの就労環境の改善 

及び、人員体制の強化を要望。 
 

・市民健康診断の受診率向上のＰＲ強化を要望。 
 

・院内及び市内の診療所の情報一元化を提案。 
 

・感染症対策を考慮した避難所体制の強化を提案。 
 

・市民に対し行政が出来ること出来ないことを     

明確にし、自助や共助の重要性を啓発。 

・議員の期末手当における役職加算の廃止を提案。 
 

・一括採決を避け、一議案ごとに採決する個別採決が実現。 
 

・市長や理事者への反問権の付与を提案。 
 

・出前議会、議会報告会の開催を提案。 
 

・学生議会、こども議会の開催を提案。 
 

・議会基本条例の制定を提案。 
 

・議会報（広報誌）への議員氏名や各議案に対する各議員の

賛否の公表が実現。 

 

・議員報酬や政務調査費の使途を公開。 
 

・定期的に市政報告会を開催。 
 

・議会報告や視察報告をつながり通信、 

ＨＰ及び SNS等で、継続発信中。 
 

・つながり通信の配布数は通算195号（約220万部） 
 

・大学生を議員インターンシップとして受入。 

 （これまでに約９０名が修了） 
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